
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所

木曽川文庫
Vol.50

2004 SPRING

ふるさとの街・探訪記

長良川河畔の町として
発展した、美濃市
エリア・リポート
曽代用水事業と美濃市の新プロジェクト
気ままにJOURNEY

伝統の町美濃に、
満ち足りた時間が流れる
歴史ドキュメント
日本人の心に息づく水への信仰心

TALK&TALK

『輪中の水神信仰』
民話の小箱
お姫の井戸

美濃市木曽川文庫は治水の資料館。
水の大切さや恐ろしさを歴史から学び、これからの治水を皆様と
ともに考えていきたいと思っています。
春号は、長良川河畔に開けた美濃市からその歴史と曽代用水
の開発を中心に、歴史ドキュメントでは今回から、「輪中と信仰」
をシリーズでお届けします。



市
一
帯
は
牟む

義げ

都つ

国
造
の
置
か
れ
た
所
で
、
牟

義
都
君
氏
が
支
配
。
こ
の
氏
寺
と
し
て
白
鳳
時

代
に
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
が
弥
勒
寺

（
関
市
池
尻
）で
す
。

大
矢
田
の
南
西
部
に
あ
る
弥
勒
寺
跡
付
丸

山
古
窯
跡
は
、
弥
勒
寺
の
瓦
が
焼
か
れ
た
遺
跡

で
す
。
昭
和
三
二
年（
一
九
五
七
）の
発
掘
調

査
で
四
基
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
、
古
墳
の
終
末

年
代
を
推
定
す
る
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
発
見
当
時
県
内
窯
跡
で
は
最
古
で
あ
り
、

国
指
定
の
史
跡
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
良
川
河
畔
の
上こ
う

有ず

知ち

古ふ
る

町ま
ち

平
安
時
代
以
降
、
美
濃
市
一
帯
は
長
良
川

河
畔
の
上
有
知（
旧
美
濃
町
）を
中
心
に
発
達

し
ま
し
た
。
平
安
中
期
の「
倭わ

名
み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄
し
ょ
う
」に

は
有う

知ち

郷
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、そ
の
後
上
有

知
郷
と
下
有
知
郷
に
分
か
れ
ま
し
た
。
上
有
知

に
は
摂
関
家
の
荘
園
が
あ
り
、
絹
な
ど
が
都
へ

納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
上
有

知
氏（
神
地
氏
と
も
い
う
）と
名
乗
る
源
氏
の
武

将
が
存
在
し
、
ま
た
、
室
町
時
代
に
は
土
岐
氏

の
一
族
・
浅
野
氏
が
代
官
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
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美
濃
市
は
長
良
川
の
清
流
と
緑
に
包
ま
れ
た
町
。

紙
の
生
産
が
始
ま
っ
た
の
は
今
か
ら
千
三
百
年
前
。

良
質
な
美
濃
紙
は
全
国
的
に
も
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
金
森
長
近
が
城
下
町
や
街
道
、上
有
知

湊
を
整
備
。
そ
の
構
造
は
尾
張
藩
領
と
な
っ
て
か
ら
も

継
承
さ
れ
、こ
の
地
方
の
政
治
・
経
済
の
中
心
地
と
し

て
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
は
観
光
開
発
や
住
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

浅
野
氏
は
吉
次
の
代
に
な
り
所
領
を
返
上
、文

明
年
間（
一
四
六
九
〜
八
七
）の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
吉
次
が
武
士
を
嫌
っ
た
た
め
で
、
茶
道

を
も
っ
て
足
利
義
政
に
仕
え
ま
し
た
。
浅
野
氏

は
そ
の
後
も
上
有
知
荘
に
住
み
、
名
門
と
し
て

明
治
期
ま
で
続
き
ま
し
た
。

天
文
年
間（
一
五
三
二
〜
五
五
）、
上
有
知

は
佐
藤
六
左
衛
門
の
領
地
と
な
り
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）ま
で
佐
藤
氏
三
代
が
支
配
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
佐
藤
氏
は
町
の
北
東
に

あ
た
る
鉈
尾
山（
四
三
七
ｍ
）に
山
城
を
築
城
、

急
峻
な
山
城
は「
釣
か
べ
の
御
要
害
に
御
構
え

な
さ
れ
た
鉈
一
丁
に
て
何
千
騎
に
て
も
防
ぎ
申

す
」と
評
さ
れ
、
戦
国
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
城
で

し
た
。

の
中
心
地
で
、
政
治
・
経
済
・
交
通
の
要
衝
で

す
。
岐
阜
市
か
ら
国
道
一
五
六
号
が
、
美
濃
加

茂
市
か
ら
長
良
川
鉄
道
が
通
じ
て
お
り
、東
海

北
陸
自
動
車
道
の
美
濃
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
車
で
わ
ず

か
三
分
。
交
通
網
も
整
備
さ
れ
、
観
光
地
と
し

て
も
発
展
し
て
い
ま
す
。

喪
山
も
や
ま

神
話
と
丸
山
古
窯
跡

美
濃
市
の
長
良
川
右
岸
地
域
に
は
、
日
本

最
古
の
水
場
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
渡
来
わ
た
ら
い

川
北

遺
跡（
縄
文
時
代
草
創
期
）や
王
莽
鏡

お
う
も
う
き
ょ
う
が
出
土

し
た
美
濃
観
音
寺
山
古
墳
が
所
在
し
、
多
数

の
遺
跡
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
事
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
喪
山
神
話
伝
承

地
の
喪
山
が
大

矢
田
に
あ
り
、こ

の
神
話
の
主
神
・

天あ
め

若わ
か

日ひ

子こ

を
祀

る
大
矢
田
神
社

は
養
老
年
間（
七

一
七
〜
二
四
）と

伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。古

代
の
美
濃

洲原駅 

美濃市駅 

片知 

湯の洞温泉口駅湯の洞温泉口駅 

関市 

武
芸
川
町 

洞
戸
村 

美並村 

武
儀
町 
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滋
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伊勢湾 

美
濃
市 美

濃
市
の
あ
ら
ま
し

美
濃
市
は
長
良
川
や
板
取
川
な
ど
の
清
流

と
古
城
山
・
天
王
山
そ
し
て
松
鞍
山
な
ど
の
深

い
緑
に
包
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
岐
阜

県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
の
約
八
〇
％

は
山
林
。
南
部
の
盆
地
平
野
で
は
稲
作
や
蔬
菜

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

南
北
に
長
良
川
が
貫
流
、
西
か
ら
流
れ
て
き

た
板
取
川
と
合
流
し
、
河
岸
の
狭
い
河
谷
平
地

に
集
落
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
板
取
川
流
域
は

牧
谷
と
い
わ
れ
、
千
三
百
年
の
伝
統
を
も
つ
美

濃
和
紙
生
産
の
中
心
地
。
山
地
を
南
流
し
た

長
良
川
が
盆
地
平
野
に
出
た
谷
口
付
近
が
市

長
良
川
河
畔
の
町
と
し
て

発
展
し
た
、美
濃
市

弥勒寺跡附丸山古窯跡

く
に
の
み
や
つ
こ
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長
近
の
城
下
町
経
営
と
上
有
知
湊

長
近
は
越
前
・
飛
騨
・
美
濃
に
お
い
て
生
涯
四

つ
の
城
下
町
を
造
り
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
に
は
共

通
し
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

第
一
に
戦
国
時
代
特
有
の
山
城
を
使
わ
ず

に
、
新
た
に
城
地
を
定
め
築
城
し
ま
し
た
。
険

し
い
山
城
は
近
く
に
城
下
町
を
造
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

第
二
に
、武
士
と
町
人
が
混
在
す
る
戦
国
時

代
の
構
造
を
一
変
さ
せ
、
家
臣
の
住
む
武
家
屋

敷
と
町
人
が
住
む
町
を
明
確
に
区
分
し
ま
し

た
。
新
し
い
形
の
城
下
町
で
す
。

第
三
に
、
町
は
城
側
よ
り
一
番
か
ら
何
番
か

に
幾
筋
か
の
大
通
り
を
通
し
、
そ
れ
を
つ
な
ぐ

幾
筋
か
の
横
町
で
町
割
り
を
行
い
ま
し
た
。

町
づ
く
り
の
構
想
に
は
、
風
水
の
思
想
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

慶
長
六
年
に
入
部
し
た
長
近
は
佐
藤
氏
の

鉈
尾
山
を
廃
棄
し
、
長
良
川
に
面
し
た
尾
崎

丸
山（
一
五
九
ｍ
）に
築
城
、茶
道
に
通
じ
文
化

人
で
あ
っ
た
長
近
は
、こ
の
山
を
京
都
の
名
勝
に

ち
な
ん
で
小
倉
山
城
と
命
名
し
ま
し
た
。

小
倉
山
の
ほ
ぼ
南
に
あ
た
る
亀
野
と
呼
ば
れ

る
亀
の
甲
の
よ
う
な
台
地
が
、
新
し
く
城
下
町

が
建
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
城
下

町
は
小
倉
山
か
ら
遠
く
水
害
の
恐
れ
が
多
か
っ

た
た
め
、こ
の
地
を
選
ん
だ
よ
う
で
す
。

ま
た
城
下
町
の
繁
栄
の
た
め
、
郡
上
・
飛
騨

や
関
・
岐
阜
への
道
路
は
す
べ
て
城
下
町
を
通
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
飛
騨
へ
向
か
う
津
保
街
道

を
は
じ
め
岐
阜
街
道
・
関
街
道
・
郡
上
街
道
・

武
芸
街
道
・
牧
谷
街
道
が
そ
れ
で
、
飛
騨
か
ら

の
物
資
の
集
散
地
と
し
て
、
ま
た
美
濃
紙
の
流

通
経
路
と
し
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
陸
路
と
水
路
を
結
ん
だ
の
が
、
上

有
知
湊
で
す
。
金
森
長
近
は
小
倉
山
城
と
長

良
川
河
畔
の
窪
地
に
湊
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の

湊
よ
り
上
流
の
長
良
川
は
、
流
れ
が
荒
く
舟
の

運
航
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、こ
の
地
は
湊
と
し

て
最
適
で
し
た
。
上
有
知
湊
を
飛
騨
の
木
材
・

白
木
類
の
市
場
と
し
、
ま
た
岐
阜
中
河
原
の
木

材
市
場
へ
の
中
継
地
と
し
て
、
舟
運
の
発
展
を

図
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
こ
れ

ら
の
物
資
の
積

荷
作
業
が
円
滑

に
い
く
よ
う
に

四
〇
隻
の
番
船

を
置
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に

上
有
知
は
屈
指

の
一
大
物
流
拠

点
と
し
て
繁

栄
。
慶
長
一

三
年(

一
六
〇

八)

長
近
が
病

死
し
、
慶
長

一
六
年
、
そ

の
子
長
光
が

病
死
し
金
森

家
が
断
絶
し

た
後
も
、
長

近
の
城
下
町
経
営
や
上
有
知
湊
は
そ
の
ま
ま

受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

長
光
の
墓
は
市
内
の
清
泰
寺
に
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
上
有
知

金
森
家
が
滅
亡
す
る
と
、そ
の
領
地
の
大
半

は
幕
府
領
と
な
り
、
大
久
保
長
安
の
配
下
・
石

原
清
左
衛
門
が
代
官
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

元
和
元
年（
一
六
一
五
）に
尾
張
藩
が
成
立
す

る
と
、
上
有
知
付
近
は
尾
張
藩
に
編
入
さ
れ
ま

し
た
。
小
倉
山
城
の
本
丸
に
は
代
官
所
が
設
け

ら
れ
、
藤
田
民
部
の
配
下
・
瀬
戸
与
兵
衛
が
こ

の
地
方
を
治
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
尾
張
藩
が
直
接
統
治
し
た
時
代
を
経
て
、再

び
代
官
が
復
活
。
上
有
知
は
こ
の
地
方
の
政

治
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
い
き
ま

し
た
。

美
濃
紙
の
発
展

美
濃
市
で
紙
が
漉
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
今
か
ら
千
三
百
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
律
令
時

代
の
戸
籍
や
写
経
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

中
世
以
前
よ
り
良
質
な
美
濃
紙
は
そ
の
名
が

金
森
長
近
入
部

慶
長
五
年（
一
六
〇
〇
）佐
藤
氏
が
関
ヶ
原
の

合
戦
に
敗
北
す
る
と
、
代
わ
っ
て
金
森
長
近
が

上
有
知
を
治
め
ま
し
た
。
長
近
は
本
領
の
飛
騨

を
養
子
可
重
に
譲
り
、
幼
い
実
子
長
光
を
伴
っ

て
上
有
知
に
入
り
、
小
倉
山
城
を
築
城
し
城

下
町
を
造
り
ま
し
た
。
現
在
の
美
濃
市
街
地

の
原
型
は
こ
の
時
の
も
の
。
以
後
、
上
有
知
は

金
森
氏
の
本
領
飛
騨
と
大
阪
や
京
都
を
結
ぶ

中
継
地
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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高
く
、
主
産
地
は
牧
谷（
美
濃
市
）と
武
芸
谷

（
武
芸
川
町
）で
し
た
。
京
都
の
製
紙
場
の
支
所

が
美
濃
国
だ
け
に
置
か
れ
る
ほ
ど
、そ
の
技
術

は
高
く
紙
生
産
の
先
進
国
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
長
良
川
の
美
し
い

水
、
楮
な
ど
の
紙
の
原
料
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と

も
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。

特
に
室
町
時
代
に
は
、
紙
の
需
要
が
増
大
、

美
濃
で
生
産
す
る
美
濃
紙
に
は「
森
下
紙
」「
薄

紙
」「
薄う
す

白じ
ろ

」「
典て
ん

具ぐ

帖
じ
ょ
う
」「
白
河
」な
ど
が
あ
り
、

扇
の
下
紙
・
御
草
子
紙
・
障
子
紙
の
材
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

牧
谷
と
武
芸
谷
の
中
央
に
位
置
す
る
大
矢

田
で
は
、
京
都
の
宝
慈
院
を
本
所
と
す
る
紙
市

が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
紙
市
は
当
時
と

し
て
は
珍
し
い
月
に
六
回
市
が
立
つ
六
歳
市
。

近
江
国
枝
村(

滋
賀
県
犬
上
郡
豊
郷
町)

の
紙

商
人
が
紙
座
を
結
成
し
大
矢
田
の
紙
を
独
占

的
に
購
入
し
京
都
へ
運
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
、

大
矢
田
に
は
市
場
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
市
神

の
石
碑
と
六
地
蔵
が
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い

ま
す
。

こ
う
し
て
繁
栄
し
た
六
歳
市
も
戦
国
時
代

の
戦
乱
に
よ
り
次
第
に
運
送
が
困
難
と
な
り
、

紙
座
の
独
占
権
も
失
わ
れ
て
、
枝
村
商
人
の
往

来
も
途
絶
え
ま
し
た
。

し
か
し
太
平
の
江
戸
時
代
に
な
る
と
美
濃
紙

は
、
幕
府
御
用
紙
と
し
て
再
び
全
国
的
に
名
を

馳
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
関
ヶ
原
の
合
戦
時
、

徳
川
家
康
が
紙
祖
と
称
さ
れ
る
御
手
洗
の
庄
司

彦
左
衛
門
に
采
配
を
と
る
た
め
の
紙
を
漉
か
せ

た
と
こ
ろ
大
勝
利
し
た
た
め
、そ
の
報
償
と
し
て

彦
左
衛
門
を
紙
漉
屋
に
指
定
し
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
次
第
に
紙
商
人
も
台
頭
し
、
元
禄
年
間

（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）に
は
小
森
彦
三
郎

（
大
矢
田
）が
江
戸
・
大
阪
に
ま
で
販
路
を
広
げ

る
富
商
と
な
り
、
天
保
年
間（
一
八
三
〇
〜
四

四
）に
は
武
井
助
右
衛
門
が
尾
張
藩
御
用
紙
請

負
に
成
功
し
て
巨
富
を
成
し
て
い
ま
す
。

村
瀬
藤
城
と
頼
山
陽

い
で
い
ま
す
。
南
画
家
の
村
瀬
秋
水
・
漢
学
者

の
村
瀬
太
乙
な
ど
、
村
瀬
一
門
は
多
く
の
文
化

人
を
輩
出
し
ま
し
た
。

製
紙
業
の
盛
衰
と
交
通
整
備

明
治
時
代
に
な
る
と
こ
の
地
は
名
古
屋
県
・

笠
松
県
・
今
尾
県
・
岐
阜
県
な
ど
に
所
属
。
明

治
四
四
年（
一
九
一
一
）、
上
有
知
を
美
濃
紙

の
産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
美
濃
町
と
改
名
し

ま
し
た
。
上
有
知
が
読
み
に
く
く
、
紙
を
全
国

に
販
売
す
る
に
は
不
便
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

昭
和
二
九
年（
一
九
五
四
）に
は
現
在
の
美
濃

市
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

美
濃
の
製
紙
業
は
明
治
の
後
半
か
ら
大
正
に

か
け
て
全
盛
期
を
迎
え
、
明
治
六
年（
一
八
七

三
）ウ
ィ
ー
ン
万
博
が
開
催
さ
れ
る
と
、
上
有
知

の
商
人
・
正
村
平
兵
衛
が
日
本
代
表
と
し
て
美

濃
紙
を
出
品
し
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
の
重
要
工

産
物
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
手
漉

家
内
製
紙
を
主
体
と
す
る
た
め
近
代
工
業
化

を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
機
械
製
紙
の
進
捗
と

和
紙
需
要
減
か
ら
昭
和
期
に
次
第
に
衰
退
し

ま
し
た
。
現
在
は
機
械
製
紙
と
紙
加
工
生
産
が

ほ
と
ん
ど
で
、手
漉
紙
業
者
は
僅
少
と
な
り
、そ

の
伝
統
技
術
保
存
の
た
め
、
無
形
文
化
財
本
美

濃
紙
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

美
濃
町
に
改
名
さ
れ
た
明
治
四
四
年（
一
九

一
一
）、
美
濃
町
・
岐
阜
間
の
電
車
が
開
通
、
紙

や
生
糸
の
輸
送
が
舟
運
だ
け
で
は
不
可
能
と
な

り
、
民
間
有
志
の
企
画
に
よ
り
岐
阜
県
で
も
最

も
早
く
、岐
阜
市
よ
り
の
郊
外
電
車
を
開
通
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
時
は
県
下
四
大
湊

の
ひ
と
つ
と
し
て
栄
え
た
上
有
知
湊
は
、
江
戸

時
代
か
ら
の
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま

し
た
。
現
在
は
九

ｍ
の
川
湊
灯
台
と

船
着
場
に
名
残
を

と
ど
め
、
上
有
知
川

湊
跡
と
し
て
県
指

定
史
跡
と
な
っ
て
い

ま
す
。

長
良
川
舟
運
は
郡
上
街
道
と
と
も
に
郡
上

郡
と
の
交
通
路
で
あ
り
、
美
濃
町
は
そ
の
中
間

の
要
地
で
し
た
が
、
大
正
一
二
年（
一
九
二
三
）

に
越
美
南
線（
現
長
良
川
鉄
道
）美
濃
・
太
田

間
が
開
通
、さ
ら
に
北
濃
ま
で
伸
び
る
に
つ
れ
て

鉄
路
輸
送
が
主
流
と
な
り
、
昭
和
四
〇
年（
一

九
六
五
）郡
上
街
道（
国
道
一
五
六
号
）が
拡

幅
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
自
動
車
輸
送
の
時
代
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
一
二
年
に
は
、
伝
統
的
な
美
濃
紙
や

文
化
を
継
承
し
、
川
や
緑
と
い
う
自
然
の
財
産

を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
美
濃
市
第
四
次

総
合
計
画
・
美
濃
市
二
一
世
紀
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
策
定
、
ま
た
今
年
は
市
制
施
行
五
〇

周
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
記
念

事
業
を
展
開
、
市
民
参
加
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェク
ト

を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
街
・
探
訪
記

3

ふるさとの街・探訪記

頼山陽・村瀬藤城の詩碑（港町）

ウィーン万博に出品された美濃紙

江
戸
末
期
の
漢
学
者
・
村
瀬
藤
城

と
う
じ
ょ
う（
一
七
九

一
〜
一
八
五
三
）は
上
有
知
の
人
で
、
頼
山
陽

の
高
弟
と
し
て
も
知
ら
れ
、
山
陽
も
こ
の
地
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

藤
城
は
詩
聖
と
呼
ば
れ
た
梁や
な

川が
わ

星せ
い

巌が
ん

と
と

も
に
美
濃
国
の
文
壇
を
勃
興
し
、
郷
土
に
梅
花

村
舎
塾
を
開
い
て
若
き

郷
党
を
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
上
有
知
村
庄
屋
と

し
て
飢
饉
救
済
・
洪
水
災

害
復
旧
・
曽
代
用
水
訴

訟
な
ど
、
民
政
に
力
を
注

村瀬太乙の南画
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用
水
前
史
と
そ
の
概
要

江
戸
初
期
―
寛
永
か
ら
寛
文
に
か
け
て
は
、

新
田
開
発
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
り
、
同
時
に

灌
漑
水
を
得
る
た
め
の
用
水
開
発
も
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

曽
代
用
水
は
こ
の
時
期
に
開
発
さ
れ
、
寛
文

七
年（
一
六
六
七
）着
工
か
ら
、
延
宝
四
年（
一

六
七
六
）の
工
事
完
了
ま
で
約
一
〇
年
の
年
月

を
要
し
ま
し
た
。
用
水
は
曽
代
村
の
長
良
川

ら
の
渓
流
水
に
よ
り
灌
漑
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
水
量
は
乏
し
く
、
年
々
干
ば
つ
の
被
害
を

受
け
、
収
穫
は
極
め
て
少
な
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
地
域
に
利
水
の
施
設
が
で
き
な

か
っ
た
大
き
な
理
由
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
複

雑
な
所
領
関
係
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
尾
張
藩

領（
曽
代
・
中
有
知
・
小
瀬
）、
上
州
館
林
領（
下

有
知
・
小
簗
）、
旗
本
大
島
の
采
地（
関
）な
ど

の
領
地
が
錯
綜
す
る
こ
の
地
域
一
帯
で
は
、

村
々
の
間
に
も
対
立
が
生
じ
て
お
り
、
広
大
な

山
林
原
野
の
開
墾
や

水
利
施
設
の
新
設
、

水
田
を
造
成
す
る
こ

と
は
至
難
の
こ
と
で

し
た
。

用
水
開
発
を
計
画

し
た
の
は
喜
田
吉
右

衛
門
・
林
幽
閑
・
柴

山
伊
兵
衛
の
三
名
で
す
。
喜
田
・
林

は
兄
弟
で
寛
文
初
年（
一
六
六
一
）、

名
古
屋
か
ら
関
に
移
住
し
た
尾
張

藩
の
浪
人
、
柴
山
は
関
の
素
封
家
で

酒
造
業
を
営
み
、
庄
屋
を
も
務
め
る

家
柄
の
人
物
で
し
た
。

取
入
口
か
ら
上
有
知
・
松
森（
現
美
濃
市
）・
下

有
知
・
関
・
小
瀬（
現
関
市
）の
各
村
を
流
れ
、

幹
線
水
路
一
三
㎞
、
灌
漑
面
積
一
万
三
千
ha
、

開
発
さ
れ
た
新
田
は
最
終
的
に
は
五
百
ha
に

及
び
ま
し
た
。

し
か
も
、こ
の
用
水
は
農
民
相
互
の
話
し
合

い
で
工
事
が
成
立
し
た「
百
姓
相
対
用
水
」と

い
わ
れ
、
幕
藩
体
制
の
権
力
に
よ
る
御
用
用
水

で
な
か
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

全
国
的
に
も
稀
な
成
立
過
程
を
も
つ
用
水
で

す
。成

立
以
前
の
長
良
川
は
河
床
が
低
か
っ
た

た
め
本
川
か
ら
の
取
水
は
で
き
ず
、
小
渓
谷
か

用
水
の
計
画

寛
文
三
年
三
氏
は
、
綿
密
な
実
地
踏
査
を

行
い
、
曽
代
地
内
の
長
良
川
左
岸
を
取
水
地

点
の
候
補
地
と
し
、
さ
ら
に
そ
の
地
点
の
標
高

を
測
量
し
て
、
用
水
路
の
位
置
と
勾
配
を
決

定
し
ま
し
た
。
用
水
路
は
小
倉
山
西
麓
の
岩

盤
地
帯
を
一
二
〇
ｍ
間
ト
ン
ネ
ル
と
し
、
中
有

知
・
下
有
知
・
小
瀬
を
経
て
、
小
簗
に
至
り
長

良
川
へ
放
流
す
る
路
線
を
決
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
概
略
が
で
き
る
と
、
ま
ず
尾
州
藩

主
と
関
係
領
主
の
内
諾
を
得
、
そ
の
年
の
暮

れ
、
関
係
諸
村
に
こ
れ
を
示
し
て
賛
同
と
協

力
を
求
め
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
村
々
は
領
主

が
異
な
り
利
害
が
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
交
渉
は
難
航
。
一
〇
ヶ
月
後
に
合
意

長
良
川
の
豊
富
な
水
は
こ
の
地
に
実
り
を
も
た
ら
し
ま

し
た
が
、そ
の
一
方
、河
床
が
低
い
た
め
、取
水
が
で
き

ず
灌
漑
に
は
不
便
な
土
地
柄
で
し
た
。
江
戸
時
代
に

開
削
さ
れ
た
曽
代
用
水
は
、ま
さ
に
画
期
的
な
事
業
。

昭
和
以
降
も
改
良
事
業
は
継
続
し
、豊
か
な
水
を
送

り
込
ん
で
い
ま
す
。
現
在
で
は
、川
と
い
う
資
源
を
有

効
に
生
か
す
た
め
、「
ま
る
ご
と
川
の
駅
構
想
」を
策
定
。

多
彩
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

曽
代
用
水
事
業
と

美
濃
市
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

AREA  REPORT

曽
代
用
水
の
成
立
と
そ
の
後
の
改
良
事
業

曽代用水の概略図

（保木脇） 

（曽代） 

（
松
森
） 

（
下
有
知
） 

板取川 

新美濃橋 

小倉山 

分水門 

・ 神光寺 
・ 井神社 

美濃橋 

長 
良 
川 

曽 
代 
用 
水 

取水口 

八幡神社（立ケ岩） 

水辺公園 

長 

曽代村 

上有知村 

（尾張） 

（尾張） 

松森村 
（尾張） 

小瀬村 

（尾張） 

関村 
（尾張） 

下有知村 

（上野・江戸） 

小屋名村 

（上野・江戸） 

取水口 

曽 
代 
用 
水 

良 

川 

長 

曽代村 

上有知村 

（尾張） 

（尾張） 

尾張領 

尾張領 

松森村 
（尾張） 尾張領 

小瀬村 

（尾張） 
尾張領 

関村 
（尾張） 大島領 

下有知村 

（上野・江戸） 
たてばやし・池田領 

小屋名村 

（上野・江戸） 
たてばやし・池田領 

取水口 

曽 
代 
用 
水 

良 

川 

10m10m

長良川 

上有知湊灯台付近の曽代用水

長良川の断面図（港町付近）

曽代用水付近を治めた領主
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を
得
る
に
至
り
ま
し
た
。

曽
代
・
上
有
知
は
、
用
水
路
の
最
上
流
部

に
あ
た
り
、
用
水
路
線
敷
地
に
多
く
の
水
田

が
潰
さ
れ
る
だ
け
で
新
田
は
造
成
さ
れ
ず
、

こ
れ
を
補
填
す
る
た
め
新
田
が
造
成
さ
れ
る

各
村
か
ら
換
地
を
提
供
す
る
こ
と
を
条
件
に

協
定
に
応
じ
ま
し
た
。
松
森
は
、
用
水
路
の

開
削
に
よ
り
水
田
が
潰
さ
れ
面
積
が
減
少
し

ま
す
が
、
荒
地
の
開
墾
に
よ
っ
て
潰
地
を
補
充

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
用
水
路
の
上
流
部

に
位
置
し
灌
漑
の
便
が
よ
い
た
め
、
畑
か
ら

水
田
と
な
る
見
込
み
も
あ
る
の
で
換
地
を
提

供
し
な
い
こ
と
で
仮
協
定
で
き
ま
し
た
。
下

有
知
・
関
・
小
瀬
は
・
小
屋
名
も
用
水
開
削
の

た
め
水
田
は
減
少
し
ま
す
が
、
従
来
の
干
ば

つ
被
害
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
荒
地
の
開
墾
、
畑
か
ら
の
転
換
に
よ

る
水
田
造
成
が
で
き
る
の
で
、
換
地
を
提
供

す
る
こ
と
な
く
協
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
各
村
と
の
協
定
は
寛
文
四
年
ま
で

に
整
い
、
同
年
一
一
月
に
は
尾
張
藩
か
ら
の

免
許
も
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
野

二
〇
町
歩
の
水
田
造
成
に
つ
い
て
は
館
林
藩
の

免
許
が
必
要
と
な
り
願
書
を
提
出
し
ま
し
た

が
、
館
林
藩
か
ら
は
六
ヶ
月
経
っ
て
も
免
許
は

下
り
ま
せ
ん
。
館
林
藩
で
は
こ
の
大
計
画
に

つ
い
て
技
術
的
に
も
成
否
を
懸
念
し
て
お
り
、

し
か
も
遠
隔
の
地
で
あ
っ
た
た
め
、
地
理
に
も

暗
く
、
他
領
と
の
関
係
も
配
慮
し
た
入
念
な

調
査
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
し
た
。

こ
の
こ
と
に
焦
慮
し
た
発
起
人
は
、
旗
本
大

島
家
に
対
し
て
願
書
貫
徹
に
つ
い
て
助
言
を

求
め
ま
し
た
。
そ
の
努
力
は
実
り
、
寛
文
六

年（
一
六
六
六
）、
待

望
の
指
令
書
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
指

令
書
は
、
濃
州
武
儀

郡
下
有
知
の
荒
地
開

墾
並
び
に
随
意
に
着

手
し
て
よ
ろ
し
い
、
し

か
し
、
出
願
の
趣
旨

に
反
し
、
あ
る
い
は
他

集
落
に
不
都
合
の
あ

る
と
き
は
、
造
成
し
た
水
田
の
没
収
を
は
じ

め
、
用
水
路
に
対
し
て
も
相
当
の
処
分
を
申

し
付
け
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

苦
難
を
極
め
た
開
削
工
事

寛
文
七
年
、
ま
ず
最
大
の
難
工
事
で
あ
る

上
有
知
村
の
立
岩
の
掘
り
抜
き
か
ら
始
め
ま

し
た
。
当
時
は
火
薬
の
な
い
時
代
。
岩
を
焼

い
て
は
ノ
ミ
を
振
る
う
人
力
の
み
で
堅
い
岩
に

挑
み
、
砕
い
た
岩
は
モ
ッ
コ
で
外
へ
搬
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
松
森
の
辺
り
は
土
地
が
高
い

た
め
深
く
掘
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
河
原
石
が
い
っ
ぱ
い
で
、
深
く
掘
ろ
う

に
も
土
や
石
が
す
ぐ
崩
れ
て
し
ま
い
、
せ
っ
か

く
掘
っ
た
と

こ
ろ
も
す
ぐ

埋
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
用

水
路
線
に
は

谷
川
が
い
く

つ
も
あ
っ
た

岩のトンネルを通る用水（立岩）

深く掘った用水（松森）

た
め
、
谷
川
を
ま
た
い
で
用
水
路
を
か
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
木

で
か
け
ひ
と
い
う
水
路
を
作
り
、
そ
れ
を
谷

川
な
ど
に
か
け
て
水
路
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
せ
っ
か
く
用
水
を
開
削
し
て
も
雨

の
た
め
土
が
崩
れ
、
そ
の
度
に
工
事
を
や
り

直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

寛
文
九
年（
一
六
六
九
）、つ
い
に
幹
線
水

路
約
一
万
三
〇
〇
〇
ｍ
、
新
田
灌
漑
の
た
め

の
支
線
一
万
二
〇
〇
〇
ｍ
を
新
設
し
、
排
水

路
一
五
七
〇
ｍ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
要
し
た
費
用
は
五
千
両

余
に
の
ぼ
り
、
こ
の
他
敷
地
買
収
費
・
家
屋
立

退
料
・
作
物
補
償
費
等
で
五
五
五
両
が
必
要

で
し
た
。
寛
文
九
年
に
は
、
下
有
知
村
・
関

郷
・
小
瀬
村
・
小
屋
名
村
四
ケ
村
野
方
割
帳

に
よ
る
と
、
新
田
約
一
六
〇
町
九
反
五
畝
を

各
村
に
分
配
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
用
水
管
理

し
か
し
、
寛
文
一
二
年（
一
六
七
一
）の
大

洪
水
に
よ
る
施
設
被
害
の
復
旧
に
必
要
な
経

費
の
支
出
と
、
新
田
収
量
が
予
想
外
に
低
い

こ
と
も
あ
り
、
用
水
の
維
持
管
理
そ
の
他
に

困
難
を
極
め
ま
し
た
。
そ
の
前
年
に
は
私
財

を
投
げ
つ
く
し
た
喜
田
は
離
脱
。
兄
を
失
っ

た
林
は
用
水
へ
の
熱
意
を
失
い
、
延
宝
五
年

（
一
六
七
七
）行
方
不
明
に
。
残
る
柴
山
は
用

水
の
維
持
に
多
額
の
支
出
を
し
、つ
い
に
家
産

を
傾
け
、
関
郷
に
逼
塞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

用
水
管
理
者
を
失
っ
た
曽
代
用
水
は
用
水

関
係
者
で
井
組
を
作
り
、
維
持
管
理
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
が
、
複
雑
な
所
領
関
係
が

あ
る
だ
け
に
曽
代
・
上
有
知
と
井
組
四
ヶ
村

（
下
有
知
・
関
・
松
森
・
小
瀬
）の
間
で
、
敷
地
・

貢
租
問
題
を
め
ぐ
り
多
く
の
紛
争
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
明
治
二
一
年（
一
八
八

八
）に
至
り
、
時
の
岐
阜
県
知
事
山
崎
利
準
の

調
停
に
よ
り
、
解
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
用
水
開
削
の
功
労
者
、
柴
山
・
喜

田
・
林
の
三
名
の
霊
を
祭
る
た
め
、
文
化
一
〇

年（
一
八
一
三
）、
下
有
知
村
神
光
寺
境
内
に

墓
が
造
ら
れ
、
そ
の
近
く
に
井
神
社
を
創
建
、三人の碑（喜田（中央）林（右）柴山（左））



A
R

E
A

R
E

PO
R

T

6

AREA  REPORT

偉
大
な
功
績
が
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
井
神

社
の
毎
年
八
月
一
日
の
例
祭
に
は
組
合
員
一

五
〇
〇
余
名
が
報
恩
と
感
謝
の
誠
を
表
し
て
、

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
改
良
事
業

そ
の
後
、
大
小
の
修
理
改
良
を
重
ね
て
き

ま
し
た
が
、
昭
和
に
入
り
、
次
の
改
良
事
業

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一．
昭
和
九
年
長
良
川
の
河
床
低
下
に
伴
い
、

取
入
口
を
六
五
〇
ｍ
上
流
へ
移
設
。
水
路
一，

八
七
九
ｍ
の
改
修
に
着
手
し
、
昭
和
一
二
年

に
完
成
。
こ
れ
に
よ
っ
て
九．
一
五

の
取

水
が
可
能
と
な
っ
た
。

二．
昭
和
一
六
年
よ
り
二
期
工
事
と
し
て
一
期

工
事
に
引
続
き
、一，
三
五
〇
ｍ
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
水
路
舗
装
を
開
始
、昭
和
二
〇
年
に
完
成
。

三．
三
期
工
事
と
し
て
、
五，
七
三
三
ｍ
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
水
路
舗
装
工
事
を
計
画
し
た
が
戦

争
の
た
め
中
断
、
昭
和
三
二
年
よ
り
四
二
年
に

か
け
て
、
幹
線
水
路
九，
七
七
四
ｍ
、
支
線
水

路
四，
七
六
八
m
の
舗
装
工
事
を
行
っ
た
。

四．
四
期
工
事
と
し
て
、
灌
漑
排
水
事
業
曽

代
地
区
に
お
い
て
昭
和
五
七
年
か
ら
平
成
五

年
度
に
幹
線
水
路
六，
二
六
五
ｍ
の
改
良
工

事
を
行
っ
た
。

五．
五
期
工
事
と
し
て
、平
成
九
年
度
か
ら
ト

ン
ネ
ル
内
六
七
三
ｍ
の
改
良
工
事
を
実
施
中
。

■
参
考
文
献

『
わ
た
し
た
ち
の
美
濃
市
』
平
成
一
四
年

美
濃
市
教
育
委
員
会
　

『
美
濃
市
史
』通
史
編
　
上
巻
　
昭
和
五
四
年
　
美
濃
市

『
木
曽
三
川
流
域
誌
』
平
成
四
年
　
建
設
省

（
現
国
土
交
通
省
）

核Ｇ 核Ｇ 

核G核G自然豊かな美しい森林と 環境活動の交流拠点 
森と川の環境を管理していく活動を一体的に
実践していくため、小学校再編成による廃校
建物を情報・活動拠点にして、さまざまな展開
に取り組んでいます。 

核Ａ 核Ａ 和紙の里公園と 連携する自然性 
豊かな交流拠点 

さまざまなイベントの場となる
伸びやかな交流広場を整備。 

核Ａ 核Ａ 

核D核D 田園環境と中州の 自然環境の体験を通じた交流拠点 
河畔林の環境を守りながら、中洲としての原
風景である多様な水辺環境をつくり、川遊び
や魚釣り体験など、安全に水に親しめるレクリ
エーションの場をつくります。 

核E核E 広がりのある河川敷を活用した スポーツやレクリエーションの交流拠点 
河川の整備に伴い生まれる広 と々した河川敷
を生かし、スポーツやレクリエーションの場とし
ます。 

核D核D

核C核C 歴史的町並みと連携した 川文化の歴史と景観豊かな交流拠点 
長良川が感じられるような整備と、長良川清流
自転車道計画を活用し、水遊びや釣り客を川
湊へ導きます。 

核B核B

核B核B 道の駅との連携による 情報発信性のある交流拠点 
特産品の販売や情報発信機能を備えた道の
駅との一体化によって、賑わいのある水辺環
境を整備。 

核F核F 自然信仰を生かした森と川の 環境活動の交流拠点 
古代からの近隣の照葉樹林の継承を通して、
社寺林や河畔林の環境維持に努めます。 

核F核F

核C核C

核E核E

平成14年に策定された本構想は、川がかかわる環境を

大切にし、川の魅力を活かしたまちづくりを目指して

います。

河辺のプロムナード（イメージ）歴史のある町並みと一体化（イメージ）

日本まん真ん中　美濃市　まるごと川の駅構想

川をテーマとするまちづくり
核のイメージ

・「森の環境づくり」
・「自然や水環境の保全と再生」
・「拠点となる環境づくり」
・「地域文化や伝統の継承・発展」

川をテーマとするまちづくり



河
畔
の
町
に
も
春
の
気
配

名
古
屋
か
ら
名
神
高
速
道
路
と
東
海
北
陸

自
動
車
道
を
利
用
し
て
約
一
時
間
。
車
の
窓

を
全
開
す
れ
ば
、
柔
ら
か
な
風
が
春
の
気
配
を

教
え
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
桜
の
つ
ぼ
み
も
花
開

く
と
き
を
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
厳
し
い
冬
を
乗
り
越
え
て
や
っ
と
訪
れ

る
春
。
緑
の
山
々
も
美
し
い

川
も
、
そ
し
て
人
々
も
、
美

濃
の
町
は
、
微
笑
み
を
た
た

え
て
旅
人
を
出
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。

う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み

国
道
一
五
六
号
か
ら
少

し
南
へ
入
る
と
、
江
戸
時
代

へ
タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ
。
こ
の
家

並
み
こ
そ
、
平
成
一
一
年
に

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た

う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
で

す
。妻

壁
に
上
が
っ
た
う
だ
つ
、

そ
の
化
粧
瓦
、
格
子
に
虫
籠
窓
な
ど
な
ど
、そ

の
ど
れ
も
に
息
づ
く
江
戸
の
意
匠
は
、
日
本
人

の
繊
細
な
感
性
の
結
晶
と
い
え
る
ほ
ど
の
傑
作

で
す
。
奥
ゆ
か
し
さ
の
な
か
に
も
、
凛
と
し
た
気

品
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
町
家
に
は
、
小
袖

姿
の
小
町
娘
が
お
似
合
い
な
の
で
し
ょ
う
。
今

で
は
す
っ
か
り
落
ち
着

い
た
た
た
ず
ま
い
も
、

か
つ
て
は
大
変
繁
盛
し

た
商
人
の
町
。
こ
の
町

を
象
徴
す
る「
う
だ
つ
」

が
豪
商
た
ち
の
ス
テ
ー

タ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
し
た
。

う
だ
つ
と
は
、

隣
家
と
の
間

の
妻
壁
を
屋

根
よ
り
も
高

く
し
て
防
火

壁
と
し
、
小

屋
根
を
つ
け

た
も
の
で

す
。
こ
こ
は

丘
の
上
に
位

置
す
る
た

め
、
水
害
や
地
震
に
強
い
半
面
、
水
利

に
乏
し
く
一
度
火
災
が
発
生
す
る
と

大
惨
事
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
江

戸
時
代
の
商
家
の
建
物
に
は
制
限
が

あ
り
、ほ
ぼ
同
じ
高
さ
の
板
葺
き
の
屋

根
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
構
造
が

類
焼
の
原
因
に
。
火
が
屋
根
を
走
っ

て
、町
全
体
が
消
失
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
類
焼
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
と
家
と
の
間

に
防
火
壁
で
も
あ
る
う
だ
つ
を
上
げ
た
わ
け
で

す
。
そ
の
軒
先
の
化
粧
瓦
が
う
だ
つ
飾
り
で
す
。

当
初
は
機
能
を
優
先
し
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で

し
た
が
、
時
代
が
経
つ
に
つ
れ
、
風
雅
な
も
の
に

な
って
い
き
ま
し
た
。「
う
だ
つ
が
上
が
ら
な
い
」と

い
う
言
葉
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
、う
だ
つ
は
富
裕

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
いっ
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ

が
う
だ
つ
は
あ
く
ま
で
防
火
の
た
め
の
も
の
と
意

識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
屋
根
の
高
さ
が
違
っ
て

く
る
坂
道
に
面
し
た
商
家
で
は
格
式
が
高
く
て

も
、
富
裕
で
あ
って
も
上
げ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
も
な
お
人
々
が
暮
ら
す
町
家
。
そ
ん
な
う

だ
つ
の
あ
る
町
の
な
か
で
、
杉
玉
を
飾
る
商
家

を
み
つ
け
ま
し
た
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
小
坂
良
治
邸（
相
生
町
）で
す
。
杉

玉
が
示
す
よ
う
に
、こ
こ
は
代
々
の
造
り
酒
屋
。

安
永（
一
七
七
二
〜
八
一
）初
期
に
建
築
で
、緩

や
か
に
ふ
く
ら
ん
だ
起む
く

り
屋
根
が
特
徴
で
す
。

こ
の
屋
根
の
曲
線
は
重
厚
で
美
し
く
、
上
方
文

化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
旧
今
井

邸
は（
泉
町
）は
、
最
も
古
い
形
式
を
残
し
て
い

る
う
だ
つ
の
軒
飾
り
で
す
。
鬼
瓦
が
小
さ
く
、破

風
瓦
の
下
に
懸
魚
が
な
い
ほ
か
、
破
風
瓦
が
左

右
そ
れ
ぞ
れ
二
枚
ず
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

も
、
他
の
う
だ
つ
飾
り
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で

す
。
今
井
家
は
江
戸
時
代
か
ら
の
紙
問
屋
で
、

庄
屋
を
務
め
た
家
柄
で
す
。
平
成
六
年
に
美
濃

市
の
所
有
と
な
り
、
美
濃
史
料
館
と
な
っ
て
い

ま
す
。
古
川
邸（
常
盤
町
）は
慶
応
三
年（
一
八

六
七
）の
大
火
の
後
、明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
も

の
。
こ
の
家
屋
は
明
治
期
最
後
の
う
だ
つ
構
え
。

あ
え
て
隣
家
と
の
間
に
空
き
地
を
と
って
い
る
の
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長
良
川
の
水
面
が
い
っ
そ
う
輝
き
、小
倉
山
が
淡
い
桜

色
に
包
ま
れ
る
頃
、
美
濃
に
も
華
や
ぎ
の
季
節
が
や

っ
て
く
る
。
町
じ
ゅ
う
に
響
き
渡
る
祭
囃
子
の
音
色
。

春
の
陽
射
し
を
抱
き
と
め
る
う
だ
つ
構
え
の
町
家
。
数

百
年
の
歳
月
を
経
て
、な
お
、凛
と
し
た
気
品
を
放
つ

家
並
み
に
は
、
人
々
の
誇
り
と
伝
統
を
愛
す
る
心
が

満
ち
溢
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
歴
史
と
伝
統
の
町
・

美
濃
は
、
満
ち
足
り
た
時
を
迎
え
て
い
る
よ
う
だ
。

伝
統
の
町
美
濃
に
、

満
ち
足
り
た
時
間
が
流
れ
る

旧今井邸内部

小坂邸のうだつ小坂邸

うだつの上がる町並み
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美・濃・市・の・歳・時・記
◆ひんここ祭り◆

日時：4月11（日）、11月23日（祝）
場所：大矢田神社（美濃市大矢田）

「ヒンココ、チャイココ、チャイチャイ、ホーイ」のお囃子が
響き渡るひんここ祭り。大矢田神社の祭礼（4月第2土曜
日の翌日の日曜日）と秋のもみじ祭期間中（11月23日）
に演じられるもので、500年程前から伝えられており、平成
１１年に国選択無形民俗文化財に指定されています。
ひんここ祭りとは、稚児・獅子渡りや猩 ・々竜の舞、ヒン
ココの舞いの総称。その中でもヒンココの舞は、大矢田神
社に伝わる伝説を素朴な人形劇によって再現しています。
農民が麦まきをしているところへ大蛇が現れ、農民を次々
に襲いかかって飲み倒
し、そこへ須佐之男命
（すさのおのみこと）が現
れて大蛇を退治するとい
う物語。五穀豊穣への
願いが込められています。

●お問い合せ● 

◆美濃市市役所◆ 
〒501-3792 岐阜県美濃市1350　TEL 0575-33-1122

●交通のご案内● 
◆名古屋方面からお車をご利用の方 

◆名古屋方面から公共交通機関をご利用の方 

名古屋IC
名神高速道路 
（約20分） 

東海北陸自動車道 
（約30分） 

国道156号 
（約5分） 

一宮ＪＣＴ 美濃ＩＣ 

名古屋駅 
名鉄バスセンター 高速名古屋線（約1時間30分） 

美
濃
市 

平成16年度 美濃市　EVENT INFORMATION

が
特
徴
で
す
。
破
風
瓦

や
鬼
瓦
は
装
飾
性
に

富
み
、
懸
魚
も
つ
け
ら

れ
た
豪
華
な
飾
り
は
、

い
わ
ば
う
だ
つ
飾
り
の

完
成
形
と
も
い
え
る
も

の
で
す
。

そ
し
て
う
だ
つ
構
え
の
家
並
み
を
案
内
し
て

く
れ
る
の
が
、「
町
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」た

ち
で
す
。
こ
う
し
た
活
動
を
支
え
て
い
る
の
は
、

ふ
る
さ
と
へ
の
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
想
い
な
の
で

し
ょ
う
。
誇
り
と
深
い
愛
情
と
。
そ
ん
な
心
が
、

う
だ
つ
の
町
並
み
を
支
え
て
い
る
の
で
す
。

勇
壮
な
美
濃
ま
つ
り

美
濃
の
形
容
詞
は
、
う
だ
つ
と
美
濃
紙
と
美

濃
ま
つ
り
。
美
し
い
桜
が
いっ
せ
い
に
開
花
す
る

と
、
美
濃
ま
つ
り
の
始
ま
り
で
す
。
美
濃
ま
つ
り

は
、「
花
み
こ
し
」「
山
車
」「
流
し
仁に

輪わ

加か

」の
三

部
か
ら
成
り
立
つ
八
幡
神
社
の
祭
礼
で
す
。

花
み
こ
し
は
、
美
濃
紙
の
産
地
ら
し
く
桜
色

に
染
め
た
紙
の
花
を
つ
け
た「
し
な
い
」を
二
五

〇
〜
三
〇
〇
本
、み
こ
し
の
屋
根
に
取
り
付
け

た
も
の
で
、
大
小
三
〇
余
基
の
花
み
こ
し
が「
オ

イ
サ
ッ
、オ
イ
サ
ッ
」の
掛
け
声
と
と
も
に
に
ぎ

や
か
に
市
内
を
練
り
ま
わ
り
ま
す
。
担
ぐ
た
び

に
揺
れ
る
み
こ
し
は
、
ま
る
で
美
し
い
桜
の
花
が

乱
舞
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
和

紙
の
花
を
み
こ
し
に
取
り
付
け
る
の
は
大
変
な

作
業
で
、
製
作
に
は
連
日
苦
労
を
重
ね
た
と
の

こ
と
で
す
。
平
成
六
年
か
ら
は
、
女
性
の
花
み

こ
し
も
登
場
。

熱
気
は
ま
す
ま

す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
て
、
美
濃
の

春
を
華
麗
に
彩

り
ま
す
。

美
濃
ま
つ
り

の
夜
に
行
わ
れ

る
流
し
仁
輪
加

は
、
国
の
選
択

無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま

す
。
仁
輪
加

と
は
、「
落
ち
」

の
つ
い
た
即
興

劇
で
す
。
風
刺

と
洒
落
を
き

か
せ
た
話
術
と
動
作
が
特
徴
で
、
江
戸
時
代
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
で
す
。「
仁
輪

加
」の
名
は
、
二
百
年
ほ
ど
前
の
祭
礼
の
際
、
と

ん
ち
の
利
く
者
が「
に
わ
か
に
思
い
つ
い
た
」な
ど

と
いっ
て
町
角
で
即
興
劇
を
演
じ
た
の
が
由
来

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

演
者
の
中
心
は
各
町
内
の
若
者
で
す
。
大
八

車
に
立
て
た
松
の
木
に
赤
丸
提
灯
を
つ
け
、
大

太
鼓
・
小
太
鼓
・
笛
な
ど
で
各
町
伝
統
の
お
囃

子
を
流
し
て
歩
き
、
町
の
辻
々
で
熱
演
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
衣
装
も
軽
妙
な
美
濃
弁

の
話
術
も
観
客
を
笑
い
の
世
界
へ
。
特
設
ス
テ

ー
ジ
で
は
仁
輪
加
コ
ン
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
ま
す
。

祭
り
の
日
に
各
町
内
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る

六
両
の
山
車
は
、
す
べ
て
岐
阜
県
の
有
形
民
俗

文
化
財
で
す
。
泉
町
の
浦
島
車
は
、
推
定
天
保

一
三
年（
一
八
四
二
）作
。
浜
辺
で
鯛
を
釣
り

上
げ
喜
び
踊
る
浦
島
太
郎
の
所
作
が
ユ
ニ
ー
ク

で
す
。
吉
川
町
の
布
袋
車
は
、
推
定
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）の
作
。
布
袋
和
尚
が
微
笑
み
な
が

ら
う
な
ず
く
さ
ま
が
、
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ

ま
す
。
そ
の
他
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
舟
山
車

や
聖
王
車
な
ど
な
ど
、
精
巧
か
つ
豪
華
な
そ
の

姿
は
、
ま
さ
に
圧
巻
。
勇
壮
な
美
濃
ま
つ
り
は
、

美
濃
の
人
々
の
心
意
気
を
表
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
伝
統

の
町
美
濃

は
、
二
一

世
紀
を
迎

え
た
今
も

健
在
で
す
。

３月20日（祝）～5月5日（祝） さくら祭り（市内）

4月11日（日） 美濃まつり（山車、練り物、流し仁輪加）

4月10日（土） 美濃まつり（花みこし、流し仁輪加）

市役所 市役所 

八幡神社 八幡神社 

川湊灯台 川湊灯台 

つり橋 つり橋 
美濃橋 美濃橋 

天王山 天王山 

花みこし 花みこし 

ひんここ祭り ひんここ祭り 

至郡上八幡 至郡上八幡 

至岐阜市 至岐阜市 

長良川 長良川 

余取川 余取川 

古城山 古城山 

六角地蔵堂 六角地蔵堂 

洲原神社 洲原神社 

立花トンネル 立花トンネル 

うだつの上がる 
町並み 

うだつの上がる 
町並み 

板取川 板取川 
片知川 片知川 

片知渓谷 片知渓谷 

美濃市駅 美濃市駅 東海北陸自動車道 東海北陸自動車道 

長
良
川

長
良
川
鉄
道
鉄
道 

長
良
川
鉄
道 

美濃Ｉ.Ｃ 美濃Ｉ.Ｃ 

156

156

小倉公園 小倉公園 

清泰寺 清泰寺 

和紙の里 和紙の里 

大矢田ひんここまつり（大矢田神社）4月11日（日）

10月9日（土）、10日（日） 第11回美濃和紙あかりアート展（うだつの上がる町並み）
美濃まつり「花みこし」風景

美濃まつり「山車」風景

4月29日（祝）～5月5日（祝） 美濃町家回廊（うだつの上がる町並み）

5月1日（土） 市制施行50周年記念式典、子どもミュージカル（文化会館）

10月23日（土）～11月29日（月） 2004公募 第17回全国和紙画展（美濃和紙の里会館）

11月13日（土）、14日（日） 第29回美濃市産業祭（市体育館）

11月23日（祝） 大矢田ひんここまつり（大矢田神社）

ボランティア風景

美濃まつり「流し仁輪加」風景

8月1日（日） 美濃市花火大会（長良川河畔）

6月5日（土）、6日（日） 創作音楽劇「紙すきのうた」（市文化会館）

5月2日（日） 美濃和紙ファッションコンテスト、町家ストリートライブ（うだつの上がる町並み）
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水
と
信
仰

稲
作
を
は
じ
め
、
川
と
暮
ら
し
が
密
接
に

か
か
わ
っ
て
き
た
わ
が
国
で
は
、
古
く
か
ら
川

や
水
を
司
る
神
々
を
信
仰
し
て
き
ま
し
た
。

水
に
は
聖
な
る
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。
水

に
関
す
る
信
仰
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ

ま
す
。

一
つ
は
農
業
と
灌
漑
の
神
と
し
て
の
水
神

信
仰
で
す
。
日
本
で
は
山
を
水
源
と
す
る
こ

と
か
ら
、
田
畑
に
水
を
供
給
す
る
神
と
し
て
、

山
の
神
や
田
の
神
の
信
仰
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

木
曽
三
川
流
域
で
は
古
来
水
魔
と
の
闘
い
が

永
ら
く
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
反
映
し
、

下
流
部
を
中
心
と
し
て
水
難
除
け
の
水
神
が

多
く
、
堤
防
脇
や
か
つ
て
の
決
壊
地
点
な
ど
に

祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
池
や
湖
の
水
辺

に
も
神
が
住
む
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
河

童
な
ど
の
妖
怪
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
穢
れ
を
洗
い
清
め

る
も
の
と
し
て
の
水
の
力
へ
の
信
仰
で
す
。
イ

ザ
ナ
ギ
が
イ
ザ
ナ
ミ
を
黄
泉
国
へ
訪
ね
、
帰

っ
て
か
ら
穢
れ
を
洗
い
流
し
た
と
い
う
話
は
、

こ
の
原
型
で
す
。
世
界
的
に
み
て
も
水
へ
の
信

仰
は
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
の
儀
式
や
、

ヒ
ン
ズ
ー
教
の
ガ
ン
ジ
ス
川
の
浄
化
力
へ
の
信

仰
も
、
水
の
力
を
神
聖
化
し
た
も
の
で
す
。
わ

が
国
で
は
、
祭
礼
や
神
仏
へ
の
祈
願
を
行
う

時
、
水
を
浴
び
て
心
身
の
穢
れ
を
落
と
す
水み
ず

垢ご

離り

の
習
慣
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
聖
泉
信
仰
も
多
く
の
民
族
に
み
ら

れ
ま
す
。
各
地
の
霊
場
で
は
、
そ
こ
か
ら
湧
き

出
る
水
を
浴
び
た
り
、
飲
ん
だ
り
す
る
と
、

病
気
が
治
る
と
い
う
風
習
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。水

は
生
命
活
動
の
根
源
で
す
。
人
類
の
文

化
は
水
の
得
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
発
生
し
た
も

の
で
あ
り
、
水
に
対
す
る
信
仰
は
、
民
族
を

問
わ
ず
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

水
に
ち
な
ん
だ
信
仰
や
文
化
、
習
俗
を
紹
介

し
ま
す
。

〔
水
分
神

み
く
ま
り
の
か
み

〕

水み
く

分ま
り

と
は「
山
や
滝
か
ら
流
れ
出
た
水
が

種
々
の
方
向
に
分
か
れ
る
所
」「
ま
た
は「
貯
水

を
調
節
す
る
こ
と
」を
意
味
し
て
い
ま
す
。
こ

尾
堤
防
の
先
が
神
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
水み
ず

垢ご

離り

〕

神
仏
に
祈
願
す
る
と
き
、
冷
水
を
浴
び
て

心
身
を
清
浄
に
す
る
こ
と
。
こ
れ
が「
水
垢
離

を
取
る
」と
い
う
日
本
古
来
の
習
俗
で
す
。
イ

ザ
ナ
ギ
の
故
事
以
降
、
厳
し
く
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
神
社
や
寺
院
の
前
に
は
必
ず
、
御み

手
洗
た
ら
し

川か
わ

や
水
垢
離
場
、
手
ち
ょ
う
水ず

場ば

な
ど
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
参
詣
す
る
前
に
手
を
洗
い
、
口

の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
水
分
神
は
、
各
地

の
水
源
に
な
る
川
の
上
流
や
分
水
嶺
に
祭
ら

れ
お
り
、
水
の
配
分
を
司
る
神
、
ま
た
は
灌

漑
治
水
の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
奈

良
県
の
宇
太
水
分
神
社
の
水
分
信
仰
は
盛
ん

で
、
全
国
的
な
水
利
関
係
者
の
信
仰
を
集
め

て
い
ま
す
。

岐
阜
県
羽
島
市
江
吉
良
に
あ
る
水
除
神
社

の
祭
神
は
、
水
分
神
で
す
。
元
和
五
年（
一
六

一
九
）逆
川
堤
防
水
難
の
時
、
勧
請
さ
れ
ま
し

た
。
逆
川
は
も
と
も
と
木
曽
川
の
幹
流
で
天

正
一
四（
一
五
八
六
）の
大
洪
水
に
よ
り
出
現

し
た
河
川
で
す
。
木
曽
川
水
系
の
河
川
が
伊

勢
湾
を
目
指
し
て
南
へ
流
れ
る
の
に
対
し
北

西
へ
逆
に
流
れ
る
た
め
、
こ
の
名
が
誕
生
し
ま

し
た
。
木
曽
川
本
流
と
長
良
川
を
つ
な
ぐ
よ

う
に
流
れ
る
逆
川
は
舟
運
な
ど
に
利
用
さ
れ

ま
し
た
が
、
木
曽
川
本
流
が
激
し
く
流
れ
込

む
急
流
で
あ
っ
た
た
め
水
害
を
起
こ
し
て
い
ま

し
た
。
逆
川
が
木
曽
川
か
ら
分
か
れ
た
こ
と

か
ら
、
水
分
神
が
祀
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
神
社
の
場
合
、
灌
漑
治
水
で
は
な
く
水
難

除
け
の
神
で
あ
り
、
逆
川
に
設
け
ら
れ
た
猿 水

は
、民
間
信
仰
の
対
象
で
し
た
。水
神
信
仰
を
は

じ
め
多
く
の
祭
り
や
習
俗
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
信
仰
は
、五
穀
豊
穣
を
祈
り
自
然
の
恩
恵

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、洪
水
か
ら
暮
ら
し
を
守
ろ

う
と
す
る
庶
民
の
素
朴
な
願
い
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

今
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
な
い
時
代
の
こ

と
。祭
り
は
庶
民
の
さ
さ
や
か
な
娯
楽
で
も
あ
り
ま

し
た
。そ
ん
な
信
仰
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

日
本
人
の
心
に
息
づ
く

水
へ
の
信
仰
心

羽島市江吉良の「水除神社」
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を
す
す
ぎ
ま
す
。
ま
た
、

海
で
海
水
を
浴
び
る
の
に

は
、
塩
浴
び
と
し
て
塩
の

呪
力
の
効
果
も
こ
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

岐
阜
市
の
葛
懸

か
つ
ら
が
け
神
社

で
は
、
毎
年
一
二
月「
み

そ
ぎ
祭
り
」が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
鉢
巻
に
下
帯
姿
の
男
た
ち
が
、
神
社

か
ら
約
三
〇
〇
ｍ
離
れ
た
長
良
川
の
清
流
で

身
を
清
め
、
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。
そ

の
起
源
は
不
詳
で
す
が
、
応
永
年
間（
一
三
九

四
）の
大
飢
饉
か
ら
重
要
な
祭
儀
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。
当
時
の
川
の
流
れ
は
現
在
と
は
か

な
り
違
っ
て
お
り
、
天
文
三
年（
一
五
三
四
）

の
大
洪
水
以
前
ま
で
は
社
前
の
大
池
で
み
そ

ぎ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

葛
懸
神
社
の
祭
神
は
水
除
神
で
、
昭
和
一

三
年（
一
九
三
八
）に
長
良
川
堤
防
上
か
ら
、

現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

〔
河
童
〕

い
た
ず
ら
も
の
、
も
し
く
は
水
の
妖
怪
で

す
。
水
陸
両
棲
で
、
四
、
五
歳
の
子
ど
も
く
ら

い
の
大
き
さ
で
、
口
先
は
と
が
り
、
背
に
は
甲

羅
や
鱗
が
あ
り
、
手
足
に
は
水
か
き
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
頭
に
は
皿
と
呼
ば
れ
る
少
量

の
水
が
入
っ
て
い
る
く
ぼ
み
が
あ
り
、
そ
の
水

が
枯
れ
る
と
河
童
も
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

河
童
の
起
源
に
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
河
童
は
水
神
の
零
落
し
た
姿
だ

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
全
国
的
に
水
難
を
も

た
ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
川
祭
り
の
主
役

を
務
め
て
き
ま
し
た
。
青
森
県
の
津
軽
地
方

加
茂
郡
で
は
六
月
一
六
日
に
河
童
が
尻
子

玉
を
取
っ
て
水
神
に
供
え
る
と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
り
、
一
六
日
以
前
に
は
泳
が
な
い
よ
う

に
子
ど
も
に
注
意
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
水
に

溺
れ
る
者
は
、
泳
い
で
い
る
う
ち
に
笑
っ
た
か

と
思
う
と
水
中
に
沈
ん
で
行
く
。
こ
れ
が
河

童
に
尻
子
玉
を
抜
か
れ
る
と
き
だ
と
信
じ
ら

れ
て
お
り
、
水
死
者
の
肛
門
が
開
い
て
い
る
の

は
こ
の
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

〔
雨
乞
い
〕

日
照
り
続
き
の
と
き
、
雨
の
降
る
こ
と
を

神
仏
に
祈
る
こ
と
。
鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
、
山
上
に
薪
を
た
く
さ
ん
積
み
上
げ
、
こ

れ
を
燃
や
し
て
騒
ぐ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
雨

乞
い
の
儀
式
は
世
界
中
に
あ
り
ま
す
が
、
鉦

や
煙
を
用
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
鉦
の
音
が
雷
鳴
、
煙
が
黒
雲
を
象
徴
し
て

い
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ
か
、
水
神

が
住
む
池
や
泉
か
ら
水
を
汲
ん
で
き
て
、
こ

れ
を
氏
神
や
水
源
地
に
ま
い
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

木
曽
三
川
流
域
に
も
雨
乞
い
伝
説
は
数
多

く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
科
学
の
進
歩
し
た

今
日
で
さ
え
渇
水
に
な
る
と
雨
乞
い
神
事
が

行
わ
れ
て
お
り
、
一
部
に
は
太
鼓
踊
り
な
ど

の
雨
乞
い
踊
り
が
民
俗
芸
能
と
し
て
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
笠
松
町
の「
円
城
寺
芭
蕉
踊
り
」や

揖
斐
郡
春
日
村
の「
鎌
倉
踊
り
」な
ど
の
太
鼓

踊
り
は
現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
葦
流
し
〕

悪
疫
払
い
の
行
事
と
行
わ
れ
ま
す
。
愛
知
県

津
島
市
の
津
島
神
社
で
は
、
六
月
一
四
日
の
夜

に
葦
千
本
を
た
ば
ね
て
、
疫
神
を
託
し
て
川
に

流
し
ま
す
。
こ
れ
が
流
れ
着
い
た
所
に
は
、
必

ず
疫
病
が
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
流
れ

着
い
た
所
で
は
、
発
見
者
を
施
主
に
祭
り
を
行

い
、
疫
病
を
封
じ
込
め
ま
す
。
愛
知
県
の
海
岸

で
は
、
流
れ
着
い
た
葦
を
御
葦
天
王
社
な
ど
の

名
で
神
社
に
祭
る
例
も
あ
り
ま
す
。

〔
川
祭
り
〕

六
月
と
一
二
月
の
年
二
回
、
水
の
神
を
祭

り
ま
す
。
川
祭
り
と
い
う
呼
び
方
は
九
州
地
方

に
多
く
、
大
分
県
日
田
市
の
万
灯
流
し
も
、こ

の
祭
り
の
一
種
で
す
。
カ
ワ
は
古
く
は
井
戸
の

こ
と
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
井
戸
の
祭
り
で
も
あ

る
よ
う
で
す
。

木
曽
三
川
流
域
で
は
、「
笠
松
の
川
祭
」「
津

島
天
王
祭
」「
揖
斐
川
町
の
川
祭
」な
ど
が
有
名

で
す
。

で
は
、
水
死
は
河
童
の
仕
業
で
、
水
神
様
の
家

来
で
あ
る
と
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
河
童
の
脅

威
を
抑
え
る
た
め
、
水
虎
様（
ス
イ
コ
と
か
オ

シ
ッ
コ
サ
マ
と
呼
ぶ
）が
祀
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。こ

の
ほ
か
、
河
童
が
田
の
神
・
山
の
神
と
も

深
い
関
わ
り
を
も
つ
伝
承
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
春
に
は
山
か
ら
川
へ
下
っ
て
き
た
カ
ワ
ン

タ
ロ
ウ（
川
太
郎
）と
な
り
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
山
へ
帰
り
ヤ
マ
ン
タ
ロ
ウ（
山
太
郎
）と
な

る
と
い
う
伝
承
で
、
去
来
の
時
期
か
ら
み
る

と
、
農
耕
の
開
始
・
終
了
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

木
曽
川
流
域
で
は
カ
ワ
ラ
ン
バ
・
ド
チ
・
ド

チ
ロ
ベ・
ド
チ
ド
ロ
ベ
イ
・
ノ
シ
・
ヌ
シ
な
ど
と
呼

ば
れ
多
く
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
郡
藤
橋
村
》

本
郷
の
久
野
友
太
郎
家
で
は
祖
父
の
代
ま

で
河
童
伝
授
の
薬
を
出
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

治
兵
衛
と
い
う
先
祖
が
川
へ
手
水
を
使
い
に

行
っ
た
際
に
、
河
童
が
水
の
中
か
ら
そ
の
手
を

引
っ
張
っ
た
と
か
で
、

強
力
な
治
兵
衛
は

あ
べ
こ
べ
に
河
童

を
捕
ら
え
、
庭
の

木
に
縛
り
付
け
た

よ
う
で
す
。
そ
の
折

に
河
童
が
詫
び
を
入
れ
、
放
免
し
て
も
ら
う

の
と
引
き
替
え
に
薬
の
作
り
方
を
教
え
た
そ

う
で
す
。
こ
の
薬
は
、ア
カ
ザ
・
鹿
の
角
・
合
歓

の
木
の
皮
・
十
六
サ
サ
ゲ
・
葛
の
粉
を
混
ぜ
合

わ
せ
て
作
る
そ
う
で
す
。

《
加
茂
郡
坂
祝
村
》

笠松町円城寺の「神明神社」
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行
わ
れ
る
場

合
が
多
く
、

洪
水
の
時
期

と
関
係
し
て

い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま

す
。愛

知
県
祖

父
江
町
の
白

髭
神
社
は

「
洪
水
の
前

夜
白
髭
の
老
翁
が
夢
枕
に
立
っ
て
村
民
に
避

難
を
勧
告
し
た
」と
い
う
白
髭
伝
説
を
伝
え

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
広
く
日
本
全
土
に
流

布
し
て
い
る
伝
説
で
す
。
こ
の
た
め
大
き
な
河

川
の
流
域
地
に
白
髭
神
社
は
多
く
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
愛

知
県
木
曽

岬
町
の
木
曽

岬
神
社
の
よ

う
に
い
っ
た

ん
廃
社
さ
れ

た
も
の
の
、

伊
勢
湾
台

風
後
の
昭
和

三
五
年（
一

九
六
〇
）
、

伊
勢
湾
台

風
犠
牲
者
の

霊
を
慰
め
る

た
め
、
創
建

さ
れ
た
神
社

も
あ
り
ま
す
。

輪
中
の
水
神
の
立
地
を
見
る
と
、
そ
の
多

く
が
堤
防
上
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
以
降
の

河
川
改
修
の
た
め
、
そ
れ
が
堤
防
の
中
腹
に

移
動
し
た
り
、
あ
る
い
は
堤
防
か
ら
離
れ
て
、

他
の
神
社
の
境
内
に
末
社
と
し
て
祭
ら
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
元
来
は
堤
防
上

に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
も
単
な
る
堤
防
上

で
は
な
く
、
破
堤
の
あ
っ
た
場
所
、
あ
る
い
は

破
堤
の
危
険
の
あ
る
箇
所
に
建
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
意
味
で
は
、

水
防
倉
庫
で
あ
る
郷
倉
の
立
地
と
よ
く
似
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
輪
中
地
域
の
一
般
の
神
社
が

堤
防
上
に
あ
っ
た
り
、
自
然
堤
防
上
に
あ
っ
た

上
、
さ
ら
に
基
壇
を
盛
土
し
た
上
に
社
を
設

け
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
信
仰
の
中
心
で
あ
る
神
社

を
洪
水
か
ら
守
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
と
も

い
え
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
神
社
の
高
い
基

壇
そ
の
も
の
が
住
民
の
助
命
壇（
命
塚
）と
し

て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
木
曽
三
川
流
域
の
水
神
の
傾
向
と

し
て
、
木
曽
川
の
扇
状
地
開
始
点
、つ
ま
り
扇

頂
・
犬
山
の
少
し
下
流
か
ら
は
石
の
水
神
碑

が
め
っ
き
り
減
り
、
木
製
の
祠
の
中
に
祀
ら
れ

た
水
神
が
増
え
て
き
ま
す
。
扇
状
地
で
は
水

神
碑
の
使
用
で
き
る
形
の
良
い
大
き
な
石
が

手
に
入
り
に
く
く
な
る
た
め
な
の
で
し
ょ
う

か
。な

お
、
輪
中
地
域
に
は
そ
の
戸
数
に
比
べ

て
神
社
の
数
が
多
い
特
色
を
も
ち
ま
す
。
こ

の
理
由
の
一
つ
に
は
、
洪
水
時
に
神
社
が
上
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献
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流
か
ら
漂
着
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
そ
こ
に

奉
祀
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
近
時
は

こ
れ
ら
の
神
々
を
合
祀
す
る
場
合
も
み
ら
れ

ま
す
。

三
重
県
長
島
町
の
遠
浅
神
明
神
社
は
天
文

一
三
年（
一
五
四
四
）に
於
多
井
川
の
川
先
に

勧
請
さ
れ
た
神
社
で
、
一
説
に
は
天
文
一
三

年
の
大
水
の
と
き
、
上
流
か
ら
漂
着
し
た
流

れ
宮
を
村
人
が
拾
い
上
げ
て
勧
請
し
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

長島町「小田江神崎神社（遠浅神明神社）」

笠松町円城寺の「白髭神社」

木
曽
三
川
下
流
域
の
水
神
信
仰

洪
水
を
恐
れ
た
輪
中
の
人
々
は
、
古
く
か

ら
治
水
の
神
様
を
祭
っ
て
い
ま
す
。
水
神
に
水

害
を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、
ど
の
よ
う
な

神
様
に
も
、
ど
の
よ
う
な
宗
派
の
仏
様
に
も
、

五
穀
豊
穣
・
家
内
安
全（
水
害
に
あ
わ
な
い
）

等
々
を
祈
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

輪
中
の
水
神
は
独
立
し
た
立
派
な
社
殿
を

も
つ
も
の
か
ら
、
境
内
神
社
と
し
て
祭
ら
れ
て

い
る
も
の
、
石
柱
だ
け
の
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。

祭
神
は
竜
神
で
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
神
明

社
・
白
髭
社
・
多
度
社
な
ど
を
勧
請
し
て
、
水

難
除
け
に
お
祭
り
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
一

定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
水
神
を
誰
が
祭
っ
た
の
か
も
、
そ
れ
ぞ

れ
で
し
た
。
大
垣
市
大
島

の
よ
う
に
藩
主
が
創
立

し
、
社
殿
造
営
な
ど
は
藩

庁
で
行
っ
た
も
の
も
あ
れ

ば
、
輪
之
内
町
東
大
藪
の

旧
堤
上
に
あ
る
神
明
神
社

の
よ
う
に
、
洗
堰
組
合
八

八
ヶ
村
が
勧
請
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
各
地
の
水

神
の
成
立
経
緯
は
そ
れ
ぞ

れ
で
す
が
、
次
第
に
地
元

の
集
落
の
神
様
と
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
。
な
お
、
水
神
の
祭

礼
は
、
九
月
、
一
〇
月
に

木曽岬町「木曽岬神社」
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瀬古 尹宏
まさひろ

氏

1935年生
最終学歴 岐阜大学　学芸学部社会学科
職　　歴 海津町立高須小学校長を最後に退職
著　　書 『ねうちづくりシリーズ』
共　　著 『海津町史』

『図説羽島・南濃の歴史』
『定本長良川』等

『
輪
中
の
水
神

み

ず

が

み

信
仰
』

海
津
町
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
指
導
員
　
瀬
古
尹ま
さ

宏ひ
ろ

氏
ま
す
。

輪
之
内
町
大
藪
に
建
つ
水
神
神
社
は
、宝

暦
八
年（
一
七
五
八
）に
大
榑
川
の
洗
堰
が
自

普
請
で
完
成
し
た
と
き
堰
の
傍
に
守
護
神
と

し
て
祀
ら
れ
た
の
で
す
。そ
れ
が
、明
治
三
十

三
年（
一
九
〇
〇
）以
後
木
曽
川
下
流
工
事
で

大
榑
川
が
締
切
ら
れ
た
と
き
現
在
地
に
移
転

し
た
も
の
で
す
。江
戸
時
代
か
ら
一
五
〇
年
間

洗
堰
を
見
守
り
、信
仰
を
集
め
て
き
ま
し
た

が
、現
在
も
地
域
の
水
神
様
と
し
て
崇
敬
さ

れ
て
い
ま
す
。

畑
に
大
き
な
穴（
押
堀
お
っ
ぽ
り

）を
つ
く
り
ま
す
。そ
し

て
そ
の
土
砂
が
他
の
田
を
埋
め
て
し
ま
い
ま

す
。時
に
は
家
が
流
さ
れ
、死
者
が
出
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。堤
防
の
決
壊
は
生
産
手
段
を

奪
い
、生
死
に
か
か
わ
る
出
来
事
で
す
。人
々

は
こ
の
恐
怖
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
水
神
様
を

祀
り
ま
し
た
。

「
村
北
に
八
幡
宮
あ
り
此
松
森
の
内
北
寄

の
地
に
近
年
領
主
よ
り
建
た
ま
ひ
た
る
水
神

の
宮
あ
り
…
」

（
尾
張
国
地
名
考
　
高
須
領
立
野
村
）

と
あ
り
ま
す
。産
土
神
の
境
内
に
水
神
様
を

祀
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。そ
し
て
そ

れ
は
農
民
の
願
い
で
あ
り
ま
す
が
、同
時
に
領

主
の
願
い
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

薩
摩
藩
に
よ
る
お
手
伝
い
普
請
で
、宝
暦
四

年（
一
七
五
四
）現
羽
島
市
加
賀
之
井
に
逆
川

の
洗
堰
が
完
成
し
ま
し
た
。こ
の
と
き
に
水
神

様
を
祀
っ
た
の
で
す
が
、今
で
も
そ
の
祠
が
残

っ
て
お
り
、地
元
の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い

こ
の
よ
う
に
水
神
様
は
、築
堤
さ
れ
た
と
き

に
水
難
除
け
と
し
て
祀
ら
れ
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、現
存
し
て
い
る
水
神
社
の
多
く
は
、か

つ
て
決
壊
し
た
こ
と
の
あ
る
堤
防
上
に
安
置

さ
れ
た
り
、そ
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。そ
し
て

再
び
決
壊
し
な
い
よ
う
に
と
祈
る
祭
は
、一
般

に
決
壊
し
た
日
を
あ
て
て
い
ま
す
。

杭
瀬
川
左
岸
多
芸
島
に
あ
る
水
神
様
は
、

「
決
潰
守
護
神
」と
大
き
く
彫
っ
た
碑
が
水
防

倉
庫
の
傍
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、近
く
に「
決

壊
地
点
　
明
治
二
十
九
年
九
月
八
日
六
時
」

と
小
さ
な
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て

毎
年
九
月
七
日
に
祈
願
祭
が
催
さ
れ
て
い
ま

は
じ
め
に

水
神
様
は
、水
を
司
さ
ど
る
神
で
す
。そ
の

一
つ
は「
水
豆
知

み

ず

ち

」「
象
罔
女

み
ず
は
の
め

」な
ど
の
神
が
、

井
戸
や
湧
水
地
や
川
の
近
く
に
祀
ら
れ
て
お

り
、清
ら
か
な
水
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
と
祈
り
を
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
農
耕
生
活
と
関
わ
り
、こ
の
神
々
は
、雨

乞
い
の
祈
り
の
対
象
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
に
水
を
恵
む
力
を
も
つ
神
で
あ
り
、一
般

に
こ
の
神
を
ス
イ
ジ
ン
様
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

い
ま
一
つ
は
大
水
が
発
生
し
て
災
害
の
な
い

よ
う
に
祀
ら
れ
る
神
で
す
。こ
れ
は
水
難
か
ら

人
々
を
救
う
神
で
あ
り
、堤
防
の
守
護
神
で

も
あ
り
ま
す
。輪
中
地
帯
で
は
普
通
こ
の
神
を

ミ
ズ
ガ
ミ
様
と
呼
ん
で
い
ま
す
。こ
の
ミ
ズ
ガ

ミ
様
に
も
い
ろ
い
ろ
な
神
が
関
わ
り
ま
す
が
、

前
者
と
異
な
っ
て
水
を
拒
む
神
で
す
。こ
こ
で

は
後
者
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

堤
防
の
守
護
神

大
水
が
出
て
、堤
防
が
切
れ
、そ
の
水
が
田

TALK＆TALK

加賀之井の水神社

多芸島決潰守護神碑
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て
い
ま
す
。

水
神
様
を
祀
る
の
に
堤
防
上
に
は
、祠
も

あ
り
ま
す
が
、皇
太
神
宮
と
銘
の
は
い
っ
た
常

夜
燈（
灯
明
）が
多
い
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま

す
。祭
に
は
、周
囲
に
縄
を
張
り
幟
を
立
て
て
、

お
供
え
物
を
し
て
水
難
の
な
い
よ
う
に
祈
り

ま
す
。な
ぜ
灯
明
が
水
神
様
な
の
か
、私
に
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、①
皇
太
神
宮（
天
照

大
神
）は
、わ
が
国
土
を
創
造
さ
れ
た
も
と
神

と
さ
れ
て
い
る
。②
舟
で
伊
勢
へ
い
く
道
で
あ

り
、も
と
も
と
そ
の
道
し
る
べ
と
し
て
使
わ
れ

た
も
の
が
、堤
防
の
守
護
神
と
し
て
敬
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。③
輪
中
地
帯
は
ど
の
輪
中
で

も
伊
勢
講
が
盛
ん
な
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、

伊
勢（
皇
太
神
宮
）に
対
す
る
信
仰
が
厚
い
。

こ
の
辺
り
の
伊
勢
講
は
、普
通
年
一
回
講
中
の

代
表
者
が
伊
勢
の
内
外
宮
に
参
拝
し
ま
す
。

そ
の
費
用
は
、講
が
地
区
の
全
戸
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
地
区
費
の
中
か
ら
出
ま
す
。

海
津
町
の
辺
り
で
は
か
つ
て
は
舟
で
桑
名
ま

で
い
き
汽
車
に
の
り
ま
す
。参
拝
の
の
ち
御
幣

を
受
け
て
帰
り
ま
す
。神
社
で
報
告
し
た
の
ち

会
食
を
し
て
、終
り
に
伊
勢
音
頭
を
歌
っ
て
解

散
し
ま
す
。④
伊
勢
神
宮
領
が
あ
っ
た
…
。と

い
う
よ
う
な
お
話
を
承
け
た
ま
わ
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、海
津
町
万
寿
新
田
地
区
の
灯
明
様

に
は
、「
江
戸
時
代
の
終
わ
り
の
頃
で
あ
る
が
、

堤
防
が
切
れ
な
い
よ
う
に
と
伊
勢
神
宮
か
ら

お
札
を
も
ら
い
灯
明
様
と
し
て
堤
防
の
樋
門

の
上
に
お
祀
り
を
し
て
い
た
。あ
る
年
の
こ
と

大
雨
が
降
り
、樋
門
の
横
か
ら
水
が
も
り
は

じ
め
、堤
防
が
切
れ
か
か
っ
た
と
き
灯
明
様

が
、そ
の
ま
ま
ご
っ
そ
り
と
落
ち
て
そ
の
場
を

埋
め
て
く
だ
さ
っ
た
。お
陰
で
堤
防
は
崩く
ず

れ
な

く
て
済
ん
だ
。そ
れ
か
ら
毎
年
九
月
十
五
日

（
註：

決
壊
し
た
日
）に
は
、村
中
の
人
々
が
集

ま
っ
て
灯
明
様
を
中
心
に
お
祭
り
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。」と
い
う
伝
え
話
が
残
り
、い
ま

で
も
祭
り
は
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
太
神
宮
の
常
夜
灯
が
水
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

い
ま
一
つ
よ
く
水
神
様
と
呼
ば
れ
て
い
る
神

社
に
白
鬚
し
ら
ひ
げ

神
社
が
あ
り
ま
す
。

白
鬚
神
社
の
祭
神
は
猿
田
彦

さ
る
た
ひ
こ

命
で
す
。猿

田
彦
命
は
天
孫
降
臨
の
と
き
、道
案
内
を
つ
と

め
た
神
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。中
世
塞
神（
さ
え

の
か
み
）と
混
同
さ
れ
て
道
祖
神
と
な
り
、境

す
。揖

斐
川
右
岸
の
新
幹
線
鉄
橋
の
す
ぐ
近
く

の
堤
防
上
に
大
垣
市
平
町
の
水
神
社
が
あ
り

ま
す
。平
町
に
は
、大
垣
―
一
宮
線
の
鉄
橋
が

で
き
る
ま
で
平
の
渡
船
が
あ
り
、渡
船
の
安
全

を
も
祈
る
た
め
に
祠
、灯
明
、碑
の
三
点
と
地

蔵
が
揃
っ
た
立
派
な
水
神
社
と
な
っ
て
い
ま

す
。長

良
川
右
岸
の
大
池
神
社
東
の
堤
防
は
、

文
化
十
二
年（
一
八
一
五
）や
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）に
決
壊
し
た
記
録
が
あ
り
ま

す
。堤
切
れ
の
際
の
押
堀
が
池
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。そ
し
て
そ
こ
に
大
池
様（
竜
神
）が
水

神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。八
月
十
日
の

祭
に
は
、昔
に
比
べ
る
と
簡
単
に
な
り
ま
し
た

が
、花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、ホ
オ
ズ
キ
提
灯

を
飾
っ
た
舟
が
浮
か
べ
ら
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
）

の
長
良
川
右
岸
安
八
堤
防
切
れ
の
跡
に
は
、

治
水
観
音
が
建
て
ら
れ
、決
壊
の
日
に
あ
た

る
九
月
十
二
日
に
は
毎
年
祈
り
が
捧
げ
ら
れ

に
あ
っ
て
外
部
か
ら
村
落
へ
侵
入
す
る
疫
病

や
悪
霊
な
ど
を
防
ぎ
止
め
た
り
、追
い
払
っ
た

り
す
る
神
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
旅
の
神
、邪

鬼
を
塞
ぎ
る
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
の
侵
入
を
塞
ぐ
意
味
で
祀
ら
れ
て
い
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。禹

王
信
仰

水
神
信
仰
の
一
つ
に「
禹
王
信
仰
」が
あ
り

ま
す
。

﹇
禹
﹈中
国
古
代
の
伝
説
上
の
聖
王
。夏
王

朝
の
始
祖
。治
水
に
功
を
立
て
、舜
か
ら
帝
位

を
譲
ら
れ
天
下
を
治
め
た
。そ
の
死
後
子
の

啓
が
諸
侯
か
ら
推
さ
れ
天
子
と
な
っ
た
の
が
、

中
国
に
お
け
る
世
襲
王
朝
の
始
ま
り
と
さ
れ

る
。夏
禹
。大
禹
。…
。

（
国
語
大
辞
典
　
小
学
館
）

海
津
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
、次
の
よ
う

な
留
書
が
あ
り
ま
す
。

大垣市平町の水神社

長良川安八町決壊地点に建つ治水観音

海津町万寿新田の灯明様

元治元年（1864）西小嶋村書上帳より

天
保
九
戌
九
月

一
当
辺
度
々
之
入
水
ニ
付
御
前
御
心
痛
被

為
在
、御
彫
刻
之
大
禹
木
像
壱
躰
江
戸

表
よ
り
増
田
助
太
郎
殿
御
預
被
罷
登
帰

国
之
上
役
所
江
引
渡
相
成
候
上
、仍
内

願
諦
観
院
江
御
安
置
と
成
ル
。右
之
御
さ

ん
被
為
在
候
掛
物
四
幅
内
一
幅
須
脇
覚

明
寺
江
安
置
、一
幅
日
下
丸
法
円
寺
江

安
置
一
幅
萱
野
願
信
寺
江
安
置
、一
幅

秋
江
三
ケ
寺
へ
安
置
ニ
成
ル
。

但
禹
王
木
像
ハ
天
保
九
戌
九
月
十
日
諦
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社
の
境
内
摂

社
の
一
つ
と

し
て
も
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
福
束

輪
中
の
悪
水

を
揖
斐
川

に
排
水
す

る
排
水
機

場
の
一
つ
に

禹
閘
門
と
い

う
名
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
名
称
も
禹
王
か
ら
き
て
い
ま
す
。

禹
王
様
は
、こ
の
輪
中
地
域
の
水
神
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

水
神
に
な
っ
た
人
々

高
須
輪
中
の
南
端
か
ら
南
へ
の
び
る
千
本
松

原
の
内
に
昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）に
治
水

神
社
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
社
に
祀
ら

れ
て
い
る
の
は
宝
暦
の
お
手
伝
い
普
請
で
の
薩
摩

藩
の
犠
牲
者
で
す
。
最
初
は
、
総
奉
行
平
田
靭

負
一
神
が
祭
神
で
し
た
が
昭
和
二
十
九
年
の

宝
暦
治
水
二
百
年
祭
以
後
犠
牲
者
全
員
が
祭

神
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
神
社
の
お
札
は
海
津

郡
の
殆
ん
ど
の
家
で
祀
ら
れ
て
お
り
、
神
社
へ
は

県
内
外
の
土
木
関
係
者
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

人
々
が
参
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
瑞
穂
市
内
に
は
、
四
つ
の
川
崎
神
社
が

あ
り
ま
す
。
瑞
穂
市
の
南
部
に
は
、
五
六
・
牛

牧
・
古
橋
輪
中
の
悪
水
を
犀
・
五
六
・
中
川
が

長
良
川
へ
と
運
ん
で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
長
良
川

本
流
の
河
床
が
高
く
な
っ
て
、
一
た
ん
大
水
に

な
る
と
長
良
川
の
濁
流
が
こ
れ
ら
の
河
川
に
逆

流
し
て
こ
の
地
域
一
帯
は
何
日
間
も
湛
水
し

て
、
農
作
物
の
被
害
は
甚
大
で
し
た
。

寛
延
二
年（
一
七
四
九
）本
田（
現
瑞
穂
市
）

の
代
官
と
し
て
や
って
き
た
川
崎
平
右
衛
門
が
、

五
六
川
の
川
口
に
逆
流
を
防
ぐ
樋
門
を
苦
労

の
末
、
自
普
請
な
が
ら
完
成
を
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
地
域
を
水
害
か
ら
守
っ
た
こ
と
か

ら
、い
ま
で
は
町
内
四
ヶ
所
に
川
崎
神
社
が
あ

り
ま
す
。
平
右
衛
門
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
水

難
を
除
く
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

境
川
の
左
岸
松
枝
輪
中
内
柳
津
に
畑
繋

は
た
つ
な
ぎ
太

神
宮
が
あ
り
ま
す
。
宝
暦
の
治
水
以
後
長
良

川
が
増
水
す
る
と
そ
の
支
流
で
あ
る
境
川
に
逆

流
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
堤

防
の
な
い
地
域
や
低
い
地
域
に
水
が
流
れ
こ
ん

で
き
ま
し
た
。
人
々
は
畑
と
畑
の
間
に
あ
っ
た
田

を
埋
め
て
畑
に
し
て
、そ
の
畑
と
畑
と
を
つ
な
い

で
土
を
盛
り
堤
防
ら
し
き
も
の
を
作
り
ま
し

た
。
し
か
し
こ
れ
は
取
り
払
い
の
目
に
会
い
ま
し

た
。
そ
の
後
代
官
所
へ
強
訴
し
た
村
役
人
四
人

も
投
獄
さ
れ
獄
死
し
て
い
ま
す
。

文
化
二
年（
一
八
〇
五
）着
任
し
た
奉
行
酒

井
七
左
衛
門
が
そ
れ
を
許
可
し
た
こ
と
か
ら
、

七
左
衛
門
と
四
人
の
農
民
が
畑
繋
太
神
宮
に

合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
田
町
勝
賀
の
神
明
社
に
は
、
文
化
十
二

年（
一
八
二
五
）の
洪
水
の
と
き
人
柱
と
な
っ
た

伊
藤
左
平
次
が
、
若
宮
様
と
呼
ば
れ
て
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
は
、
史
実
は
別
と
し
て
現
在
水

難
除
け
や
堤
防
守
護
の
神
と
し
て
祈
り
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、
受
験
期
に
な
る

と
子
ど
も
た
ち
が
、
ど
の
神
仏
に
も
手
を
合
わ

せ
る
よ
う
に
、
輪
中
の
民
も
水
害
の
な
い
こ
と
を

ど
の
神
仏
に
も
祈
り
ま
す
。
こ
の
地
域
に
は
航

海
の
安
全
を
祈
る
金
毘
羅
大
権
現
が
、
あ
ち
こ

ち
に
安
置
さ
れ
た
り
、
池
の
主
で
あ
る
ド
ッ
チ

（
す
っ
ぽ
ん
）祭
を
催
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、そ
ん
な
と
き
は
水
難
ば
か
り
で
は

な
く
、
水
入
り
し
な
い
こ
と
も
合
わ
せ
て
祈
願

し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
広
い
意
味
で
こ
れ
ら
の

神
々
も
現
実
に
は
、
水
神
様
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

観
院
へ
渡
ニ
成
ル
。外
掛
物
四
幅
ハ

九
月
十
五
日
夫
々
江
渡
ニ
成
。尤
役
所

江
右
請
取
ニ
寺
々
ハ
勿
論
右
四
ケ
村
庄

屋
、組
頭
長
百
姓
上
下
ニ
而
白
木
長
持
ヲ

為
持
、請
取
ニ
出
ル
帰
り
之
節
、右
長
持

ニ
大
禹
聖
像
―
此
通
之
竪
絵
符
付
候

而
帰
宅
之
事
。

（
藤
岡
文
書
）

■
参
考
文
献

『
尾
張
地
名
考
』

海
部
郡
教
育
会

『
国
語
大
辞
典
』

小
学
館

『
柳
津
町
史（
柳
津
篇
）』

ご
協
力

伊
勢
市
　
　
岡
田
芳
幸
氏

輪
之
内
町
　
片
野
知
二
氏

大
垣
市
　

川
合
定
正
氏

海
津
町
　

北
条
英
丸
氏

海
津
町
　

藤
岡
靖
子
氏

領
主（
註：
十
代
高
須
藩
主
松
平
義
建
）が
、

こ
の
辺
り
の
水
害
に
心
を
痛
め
て
、
江
戸
表
よ

り
禹
の
木
像
は
諦
観
院
へ
、
四
幅
の
掛
軸
は
城

下
の
四
方
に
あ
る
寺
へ
安
置
し
た
と
い
う
の
で

す
。願

信
寺
に
現
存
す
る
掛
軸
に
は
、禹
王
像
が

描
か
れ
て
い
て
右
上
に
次
の
よ
う
な
意
味
の
讃

が
あ
り
ま
す
。

「
大
い
な
る
河
は

流
れ
流
れ
て
萬
世
に
長

く
伝
わ
る

一
院
に
像
を
安
置
し
て

四
辺

に
そ
の
分
身
を
分
け
る

領
内
は
土
地
が
低

く

毎
年
の
よ
う
に
水
厄
に
あ
う
　
民
百
姓

の
お
ぼ
れ
苦
し
む
を
救
い

こ
い
ね
が
わ
く
ば

安
全
を
得
ん
こ
と
を
」

城
下
の
人
々
が
、こ
の
掛
軸
の
禹
王
様
に
長

年
に
わ
た
って
水
難
の
な
い
こ
と
を
祈
って
い
た
こ

と
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。

禹
王
様
は
、
海
津
町
札
野
な
ど
地
区
の
神

畑繋神社の祭神に記された酒井七左衛門

禹王の掛軸

禹王聖像の位置を示す文書（元治元年子六月梶島村）
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庄
屋
の
五
兵
衛
さ
ん
は
、空
を
見
上
げ
て
た
め
息
を
つ
き
ま
し
た
。

も
う
百
日
余
り
、雨
は
一
滴
も
降
ら
ず
、

田
畑
の
作
物
は
ほ
と
ん
ど
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

村
の
雨
乞
い
も
、三
社
百
灯
奉
献
、七
社
千
度
詣
り
、

は
て
は
村
を
あ
げ
て
雨
乞
い
を
す
る
行
事
を
二
回
繰
り
返
し
て
も
、

雨
が
降
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

思
案
に
く
れ
る
五
兵
衛
さ
ん
の
頭
に
、「
お
姫
の
井
戸
」の
こ
と
が
浮
か
び
ま

し
た
。

長
良
川
に
は
大
巻
の
淵
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

川
の
流
れ
が
岸
の
大
岩
に
ぶ
つ
か
り
、大
き
な
渦
巻
き
が
で
き
る
た
め
で
す
。

そ
の
大
岩
の
て
っぺ
ん
に「
お
姫
の
井
戸
」は
あ
り
ま
し
た
。

丸
い
井
戸
の
よ
う
な
く
ぼ
み
が
あ
り
、いつ
も
青
い
水
を
た
た
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
大
巻
の
主
の
龍
神
の
お
姫
さ
ま
が
住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
、

ど
ん
な
に
日
照
り
が
続
い
て
も
、水
が
枯
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―「
お
姫
の
井
戸
」を
汚
せ
ば
、龍
神
の
怒
り
に
ふ
れ
て
必
ず
雨
が
降
る
ー

村
に
は
こ
ん
な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
が
、

大
洪
水
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
最
後
の
手
段
は
こ
れ
し
か
な
い
」

五
兵
衛
さ
ん
は
思
いつ
め
た
険
し
い
表
情
で
つい
に
決
心
し
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
夜
、「
姫
の
井
戸
」の
水
を
手
桶
で
汲
み
ほ
す
と
、

不
浄
な
板
切
れ
や
ご
み
を
か
ぶ
せ
て
、火
を
放
っ
た
の
で
し
た
。

翌
朝
の
こ
と
で
す
。

突
然
、黒
雲
を
引
き
さ
く
よ
う
な
雷
鳴
が
と
ど
ろ
く
と
、

激
し
い
雨
が
降
って
き
ま
し
た
。

雨
は
三
日
間
降
り
続
き
、止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
大
水
だ
。堤
が
切
れ
た
ぞ
！
」

濁
流
の
長
良
川
は
、怒
り
狂
う
龍
神
の
よ
う
で
す
。

「
雨
だ
け
を
祈
っ
た
の
に
…
」

五
兵
衛
さ
ん
は
、ふ
ら
ふ
ら
濁
流
に
近
づい
て
い
き
ま
し
た
。

大
雨
は
六
日
間
降
り
続
い
て
大
洪
水
を
起
こ
し
、

近
郷
の
村
々
は
家
や
田
畑
が
流
さ
れ
、大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

五
兵
衛
さ
ん
が
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
と
い
う
う
わ
さ
は
、

村
中
に
知
れ
わ
た
り
ま
し
た
。

五
兵
衛
さ
ん
は
洪
水
の
見
回
り
中
、

あ
や
ま
って
川
に
落
ち
た
の
だ
と
み
な
が
思
い
込
ん
で
お
り
、

五
兵
衛
さ
ん
の
し
た
こ
と
も
、そ
の
苦
し
い
胸
の
う
ち
も
、

誰
一
人
知
る
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
お
姫
の
井
戸
」は
旧
美
濃
橋
の
上
流
に
あ
り
、昔
の
ま
ま
で
す
。

毎
年
八
月
一
日
の
川
祭
り
の
日
、

し
め
縄
を
新
し
く
張
り
替
え
て
、お
祭
り
し
ま
す
。

編 集 後 記

お
姫
の
井
戸
　
美
濃
市


